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あ･ら･か･る･と市政

　
島
田
市
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

問
企
画
調
整
課 

☎
３
６-

７
１
２
０

　

３
月
４
日
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会

（
西に
し
の野

勝か
つ
あ
き明

委
員
長 

静
岡
県
立
大
学
経
営
情

報
学
部
教

授
）
か
ら
市

長
に
対
し

て
、
市
の
行

政
改
革
の
取

り
組
み
に
関

す
る
意
見
書

が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

意
見
書
の
中
で
は
、
平
成
26
年
度
に
実
施

予
定
の
「
事
業
仕
分
け
」
に
関
し
て
、
仕

分
け
人
の
選
考
や
対
象
事
業
の
選
定
を
適
切

に
実
施
す
る
こ
と
な
ど
が
要
望
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、今
後
の
行
政
改
革
に
向
け
て「
職

員
の
改
革
意
欲
の
喚
起
」
や
「
議
会
・
市
民

と
と
も
に
行
政
改
革
を
考
え
る
環
境
づ
く

り
」
な
ど
に
取
り
組
む
よ
う
提
言
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

:http://www.city.shim
ada.shizuoka.jp/kikaku/

docum
ents/h25gyoukakui_ikensho.pdf

　

31
㎞
圏
内
の
５
市
２
町
が
中
電
と
の
安
全
協
定
提
結
で
合
意

　
「
島
田
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
案
」
に
つ
い
て
審
議
会
が
答
申

問
企
画
調
整
課 

☎
３
６-

７
１
２
０

　

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
（
御
前
崎

市
）
か
ら
、
半
径
31
㎞
圏
内
の
緊
急
防
護
措

置
区
域（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）内
に
あ
る
５
市
２
町（
島

田
・
藤
枝
・
焼
津
・
袋
井
・
磐
田
市
と
吉
田
・

森
町
）
の
各
首
長
が
、
２
月
17
日
に
藤
枝
市

内
で
首
長
会
議
を
開
き
、
中
部
電
力
と
安
全

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

浜
岡
原
発
か
ら
10
㎞
圏
内
に
入
る
御
前

崎
・
牧
之
原
・
掛
川
・
菊
川
市
は
「
浜
岡
原

発
安
全
等
対
策
協
議
会
」
を
組
織
し
、
中
部

電
力
と
安
全
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
事
故
後
、

原
発
か
ら
概
ね
31
㎞
圏
内
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
安
全

対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
Ｕ

Ｐ
Ｚ
は
「
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
、影
響
の
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
区
域
」

と
し
て
県
が
定
め
た
区
域
で
、
国
の
拡
散
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
範

問
企
画
調
整
課 

☎
３
６-

７
１
２
０

　

平
成
26
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
４
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
「
島
田
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
審
議
し
て
き
た
市

総
合
計
画
審
議
会
（
北き
た
じ
ま島

享
と
お
る

会
長
）
が
２

月
７
日
、市
長
に
答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
ゆ
め
・
み
ら
い
百
人
会
議
」
の
提

案
を
も
と
に
、後
期
基
本
計
画
の
愛
称
を「
し

ま
だ
み
ら
い
創
造
プ
ラ
ン2014-2017

」、

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
「
～
み
ん
な
で
ひ
ら
く 

し
ま
だ
の
明
日
～
」
に
決
定
し
た
こ
と
も
報

告
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
は
、
学
識
経
験
者
や
公
共
的
団
体

の
代
表
者
な
ど
15
人
で
構
成
。審
議
会
で
は
、

基
本
構
想
に
掲
げ
る
市
の
将
来
像
「
人
と
産

業
・
文
化
の
交
流
拠
点 

水
と
緑
の
健
康
都

安全協定提携に向けて話し合った５市２町の首長会合

半径 31㎞を目安に設定されたUPZ 案
（静岡県危機管理部資料）

答申書を染谷市長に手渡す審議会委員の皆さん

囲
を
設
定
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
５
市
２
町
と
中
部
電
力
は
、
原

発
の
事
故
・
故
障
時
に
お
け
る
情
報
提
供
、

浜
岡
原
発
の
運
転
・
運
営
に
関
す
る
情
報
提

供
お
よ
び
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
浜
岡
原
子
力
発
電
所
情
勢
連
絡
会
」

を
組
織
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
連
絡

会
で
は
、
万
一
の
事
態
に
お
け
る
損
害
へ
の

補
償
な
ど
に
つ
い
て
取
り
決
め
が
な
い
こ
と

か
ら
、
区
域
内
に
お
け
る
住
民
の
安
全
確
保

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
今
回
５
市
２
町
の
首

長
が
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
協
定
の
内
容
を
関
係
５
市
２
町

で
調
整
し
、
県
に
対
し
て
参
加
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
中
部
電
力
に
協
定
締
結
の
た

め
の
協
議
を
申
し
入
れ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を

最
優
先
に
考
え
、
協
定
の
内
容
な
ど
の
検
討

作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市 

島
田
」
の
実
現
に
向
け
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
が
力
を
合
わ
せ
、
引
き
続
き
着
実
な
歩

み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
計
画
と
な
る
よ

う
、
昨
年
６
月
か
ら
６
回
に
わ
た
っ
て
審
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

行政改革推進委員会の皆さん
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併
せ
て
協
力
事
業
所
の
社
会
的
な
評
価
を
高

め
る
取
り
組
み
と
し
て
「
消
防
団
協
力
事
業

所
表
示
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
22
事
業
所
が
認
定
さ
れ
、
平
成
25
年
度

は
次
の
事
業
所
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

各
事
業
所
で
は
、
就
業
時
間
中
に
消
防
団

活
動
へ
の
出
動
に
対
し
て
、
特
別
休
暇
を
与

え
る
な
ど
、
活
動
が
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ

う
な
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

▽
島
田
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
（
大
柳
）
▽
日
本

連
合
警
備
㈱
（
中
河
町
）
▽
㈱
川
根
町
温
泉

（
川
根
町
笹
間
渡
）
▽
㈱
八
木
自
動
車
（
川

根
町
家
山
）

関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

委
員
の
意
見
を
盛
り
込
ん
だ
宣
言
文
の
素

案
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
今

後
は
年
度
内
に
原
案
を
ま
と
め
、
４
月
７

日
か
ら
予
定

し
て
い
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
経

て
、
６
月
議

会
で
の
可
決

と
８
月
15
日

に
開
催
さ
れ

る
平
和
祈
念

式
典
で
の
披

露
を
目
指
し

ま
す
。

　「
空
港
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
」
を
開
催

問
空
港
振
興
課 

☎
３
６-

７
１
２
７

　

金
谷
（
切
山
・
猪
土
居
・
富
士
見
町
地
区
）

空
港
対
策
委
員
会
と
市
は
１
月
27
日
「
静
岡

空
港
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
」
を

お
茶
の
郷
博
物
館
で
開
催
。
地
元
住
民
や
市

内
の
商
工
・
茶
業
・
観
光
関
係
者
、
市
職
員

な
ど
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
武た
け
だ田

豊
ゆ
た
か

県
空
港
経
営
課
専

門
監
が
、
こ
の
４
月
か
ら
の
空
港
の
経
営
体

制
や
「
き
ら
り
と
輝
き
未
来
に
は
ば
た
く
富

士
山
静
岡
空
港
」
を
目
標
と
し
た
将
来
像
な

ど
に
つ
い
て
説
明
。
続
い
て
、
㈱
そ
ふ
と
研

究
室
の
坂さ
か
の野

真ま

ほ帆
さ
ん
が
「
お
茶
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
地
域
を
見
れ
ば 

～
し
ず
お
か
お

茶
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
～
」
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。

　

坂
野
さ
ん
は
、
こ
の
地
域
の
資
源
で
あ
る

お
茶
を
生
か
し
た
取
り
組
み
例
と
し
て
「
お

茶
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
具
体
的
に
紹
介
。
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
観
光
）
を
ど
の
よ
う
に
地
域
づ
く

り
に
結
び
付
け
、
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
か

を
提
言
し
ま
し
た
。

　「
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
を
養
成
し
て
い
ま
す

　
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を 

～
協
力
事
業
所
の
認
定
～

　
平
和
都
市
宣
言
に
向
け
て
委
員
会
が
発
足

問
防
災
課　

 

☎
３
６-

７
１
４
３

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
災
害
対
応
力

の
強
化
と
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る
た

め
、
地
域
で
の
「
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
の
養
成

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
自
主
防
災
組
織
か
ら
推

薦
ま
た
は
自
薦
に
よ
り
応
募
し
た
44
人
が
参

加
。
９
月
29
日
か
ら
８
回
に
わ
た
っ
て
、
普

通
救
命
講
習
や
災
害
図
上
訓
練
、
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
な
ど
を
と
お
し
て
、
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
必
要
な
知
識
と
実
践
力

を
身
に
つ
け
て
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
皆
さ
ん
は
、
２
月
16
日
の
閉
講

問
防
災
課 

☎
３
６-

７
２
１
２

　

現
在
、
市
内
の
消
防
団
員
数
は
、
９
５
５

人
の
条
例
定
数
に
対
し
、
８
７
０
人
と
定
数

を
満
た
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。
30
年
ほ
ど

前
は
農
業
や
自
営
業
の
団
員
が
多
く
い
ま
し

た
が
、
就
業
構
造
の
変
化
な
ど
で
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
団
員
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
有
事
の
際
に
勤
務
し
て
い
る

職
場
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
速
や
か
に
消

防
団
活
動
に
出
動
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
消
防

団
員
の
確
保
や
活
動
環
境
の
整
備
を
図
り
、

問
総
務
課 

☎
３
６-

７
１
３
２

　

第
１
回
島
田
市
平
和
都
市
宣
言
制
定
委
員

会
が
１
月
21
日
、市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
高
校
生
３
人
を
含
め
た
16
歳

か
ら
80
歳
ま
で
の
男
女
13
人
に
渡
辺
副
市

長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
委
員
長
に
は

元
文
化
協
会
会
長
の
堀ほ
り
う
ち内

正ま
さ
ぶ
み文

氏
（
向
谷
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、単
に
「
戦
争
を
な
く
そ
う
」

「
核
兵
器
を
廃
絶
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に

と
ど
ま
ら
ず
、
何
気
な
い
日
常
の
中
に
あ
る

平
和
の
尊
さ
に
気
づ
き
、
そ
の
大
切
さ
を
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
く
宣
言
文
の
制
定
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
は
２
月
24
日
に
行
わ
れ
、
平
和
に

式
で
修
了
証
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
区
災
害

マ
ッ
プ
の
作

成
指
導
や
防

災
訓
練
計
画

の
立
案
、
防

災
訓
練
の
支

援
と
指
導
な

ど
、
自
主
防

災
会
長
の
補

佐
役
と
し
て

各
地
域
で
の

活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

地域づくりのポイントを紹介する坂野さん

幅広い年齢層から選ばれた委員の皆さん防災リーダーの養成講座を受講する皆さん


